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14かしはら市議会だより

報
は
、
平
成
３０
年
１
月
に
提
供
さ

れ
る
予
定
だ
が
、
実
際
の
提
供
時

期
は
未
定
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

算
定
に
必
要
な
３０
年
度
か
ら
３２
年

度
ま
で
の
給
付
費
見
込
み
額
が
確

定
で
き
ず
、
現
時
点
で
算
定
額
は

示
せ
な
い
。
直
近
の
給
付
費
の
最

新
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
次
期
計
画

の
給
付
費
の
見
込
み
を
算
定
し
、

第
６
期
介
護
保
険
料
基
準
月
額
４
，

７
７
８
円
を
基
礎
と
し
て
、
介
護

給
付
費
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
て

算
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

認
知
症
施
策
推
進
の
た
め
に
、

２５
項
目
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

で
は
な
く
、
認
知
症
の
早
期
発
見

が
で
き
る
要
介
護
度
認
定
を
進
め

て
い
る
の
か
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
、
要
介
護
認
定
を
申
請
し
、
要

介
護
度
認
定
を
も
ら
う
方
法
と
、

２５
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
受

け
て
事
業
対
象
者
に
な
る
方
法
の

２
種
類
あ
る
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

で
症
状
等
を
細
か
く
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、
認
知
症
の
疑
い

の
あ
る
方
は
、
要
介
護
度
認
定
を

受
け
る
よ
う
案
内
し
て
い
る
。

教

育

行

政

貧
困
率
の
高
さ
、
い
じ
め
の

増
大
な
ど
、
子
ど
も
が
置
か
れ
て

い
る
現
在
の
環
境
の
も
と
で
、
教

育
長
の
公
教
育
に
対
す
る
考
え
は
。

社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要

な
資
質
を
備
え
た
、
心
身
と
も
に

健
全
な
国
民
を
つ
く
る
こ
と
が
公

教
育
の
役
割
と
考
え
る
。
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
人
種
、
信
条
、
性

別
等
で
差
別
さ
れ
な
い
こ
と
が
大

変
重
要
で
あ
る
。

平
成
２９
年
１
月
に
作
成
さ
れ

た
「
夜
間
中
学
の
設
置
・
充
実
に

向
け
て
【
手
引
】（
改
訂
版
）」
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
学
齢
超
過
者
の
学
び
直
し

の
受
け
入
れ
、
就
学
援
助
の
年
齢

制
限
撤
廃
、
設
備
等
の
改
善
、
夜

間
中
学
の
Ｐ
Ｒ
、
相
談
窓
口
の
機

能
の
充
実
、
十
分
な
職
員
の
配
置

の
今
後
の
考
え
は
。

文
科
省
の
指
針
を
受
け
て
、

本
市
で
も
不
登
校
な
ど
に
よ
る
中

学
校
形
式
卒
業
者
の
受
け
入
れ
に

向
け
、
要
項
を
改
定
し
、
学
校
で

も
体
制
を
整
え
て
い
る
。
小
・
中

学
校
の
就
学
援
助
制
度
は
、
国
の

制
度
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
、

本
市
は
、
夜
間
中
学
で
就
学
援
助

は
し
て
お
ら
ず
、
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
、
通
学
費
な
ど
を
補
助
し
て

い
る
た
め
、
就
学
援
助
は
考
え
て

い
な
い
。
設
備
等
は
、
学
校
と
も

十
分
調
整
し
て
い
る
が
、
学
校
の

要
望
等
を
聞
い
て
対
応
し
た
い
。

Ｐ
Ｒ
は
、
年
１
回
、
広
報
「
か
し

は
ら
」
に
掲
載
し
、
市
民
に
周
知

し
て
お
り
、
広
く
周
知
す
る
た
め

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
中
で
あ

る
。
市
内
公
共
施
設
や
近
隣
市
町

村
の
方
に
も
夜
間
中
学
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
看
板
等
も

検
討
し
て
い
る
。
各
種
相
談
は
、

常
時
、
夜
間
中
学
で
行
っ
て
い
る
。

教
職
員
数
は
、
県
の
配
置
基
準
に

従
い
配
置
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

生
徒
数
増
に
備
え
、
教
員
充
実
を

県
に
要
望
し
て
、
協
議
し
な
が
ら

進
め
た
い
。

教
育
環
境
の
改
善
を
含
め
て
、

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
予
算
化
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
考

え
は
。一

番
の
問
題
は
財
源
で
あ
る
。

市
長
が
県
知
事
宛
て
に
、
小
・
中

学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

導
入
に
関
す
る
県
補
助
金
の
創
設

を
県
市
長
会
の
重
点
要
望
と
し
て

上
げ
た
。
実
現
す
れ
ば
、
す
ぐ
に

で
も
や
り
た
い
。
本
市
の
中
で
は
、

平
成
３０
年
度
か
ら
３４
年
度
ま
で
の

財
政
計
画
に
つ
い
て
、
財
政
部
門

に
対
し
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
費
用

を
盛
り
込
ん
で
も
ら
う
よ
う
協
議

中
で
あ
る
。

地
方
自
治
法
第
２
条
に
基
づ

い
て
、
平
成
３０
年
度
予
算
の
市
長

の
考
え
は
。

ク
ー
リ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
今

定
例
会
で
幼
稚
園
分
の
補
正
予
算

を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
引

き
続
い
て
小
中
学
校
も
行
う
。
予

算
編
成
は
、
常
に
市
民
生
活
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
が
、
こ
こ
１
、
２
年
間

我
々
の
情
報
発
信
に
い
ろ
ん
な
不

備
が
あ
っ
た
。
伝
わ
り
切
れ
て
い

な
い
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
現
状
を

考
え
る
と
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
、
し
っ
か
り
伝
え

て
い
く
方
法
は
し
っ
か
り
と
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
、
予
算
編

成
上
十
分
に
考
え
て
、
そ
の
形
づ

く
り
を
し
た
い
。

一般質問

大
保
由
香
子

（
錬
政
）

観
光
客
向
け
に
橿
原
市

が
行
っ
て
い
る
施
策
と

こ
れ
か
ら
の
展
望

外
国
人
観
光
客
は
増
え
続
け

て
い
る
。
観
光
庁
の
２
０
１
７
年

３
月
末
発
表
の
２
０
１
６
年
の
外

国
人
観
光
客
数
の
統
計
で
は
、
外

国
人
観
光
客
の
訪
問
は
、
本
県
は

４７
都
道
府
県
中
１１
位
で
、
旅
行
会

社
の
統
計
で
は
、
国
内
旅
行
先
の

中
で
人
気
上
昇
エ
リ
ア
ラ
ン
キ
ン

グ
の
３
位
に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、

県
内
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
の
４
位
に
橿
原
神
宮
が
入
っ
て

い
る
。
一
方
、
観
光
庁
の
訪
日
外

国
人
消
費
動
向
調
査
の
１
人
当
た

り
が
使
う
旅
行
単
価
は
、
１
位
が

北
海
道
で
６
万
５
，
９
７
３
円
、

京
都
府
は
３３
位
で
１
万
６
，
３
０

３
円
、
本
県
は
最
下
位
で
４
，
５

２
７
円
あ
っ
た
。
４６
位
の
山
梨
県

で
も
８
，
４
４
２
円
で
、
本
県
は

そ
の
半
分
位
で
あ
る
。
訪
問
率
は

高
い
が
、
使
っ
て
も
ら
う
お
金
が

少
な
い
。
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
る
の
か
。

昨
年
、
観
光
基
本
計
画
作
成

の
た
め
調
査
を
し
た
。
本
市
の
宿

畝傍夜間中学校


